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学
校
法
人
城
西
大

学
創
立
40
周
年
を
盛

大
に
祝
う
記
念
祝
賀

会
が
４
月
26
日
（
火
）

に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

東
京
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
リ
バ

ー
サ
イ
ド
校
（
Ｕ
Ｃ

Ｒ
）
か
ら
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
プ
ロ
ス
ト
氏
、
カ
モ
ー
ソ
ン
･
カ
レ
ッ
ジ
か
ら

ド
ー
ン
・
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
デ
ニ

ス
・
オ
カ
ダ
前
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
２
名
、
カ
ト
マ
ン

ズ
大
学
か
ら
シ
ュ
レ
ス
・
ラ
ジ
・
シ
ャ
ラ
マ
副
学

長
、
東
西
大
学
校
か
ら
張
聖
萬
理
事
長
、
朴
東
順
総

長
、
金
大
植
教
授
の
３
名
、
大
連
工
科
大
学
外
国
語

学
院
か
ら
杜
鳳
剛
院
長
、
延
辺
大
学
か
ら
金
柄
　
学

長
、
真
理
大
学
か
ら
葉
能
哲
学
長
（
順
序
不
同
）
と

世
界
各
国
の
姉
妹
提
携
校
か
ら
お
祝
い
に
か
け
つ
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
祝
賀
会
に
先
立
ち
、
前
日
の
25
日
に
は
城
西

大
学
並
び
に
城
西
国
際
大
学
の
教
員
を
交
え
て
の
理

事
長
主
催
に
よ
る
夕
食
会
が
開
か
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
翌
日
に

控
え
た
祝
賀
会
へ
の
順
調
な
出
だ
し
と
な
り
ま
し

た
。記

念
祝
賀
会
当
日

は
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
東
京
の
「
曙
」
の

間
に
大
勢
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
中
、
姉
妹
提
携
校
か
ら
の
来
賓
客
を
交
え
た
鏡
割

り
で
祝
賀
会
の
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
カ

モ
ー
ソ
ン
･
カ
レ
ッ
ジ
の
ド
ー
ン
・
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
、
心
温
ま
る
お
祝
い
の
ス
ピ
ー

チ
を
頂
戴
し
、
祝
賀
会
に
花
を
添
え
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
真
理
大
学
の
葉
能
哲
学
長
よ
り
掛
け

軸
二
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
葉
学
長
直
筆
に
よ
る

「
城
」
と
「
西
」
か
ら
始
ま
る
書
の
掛
け
軸
で
、
そ

５
月
15
日
、
今
年
も
ア
メ
リ
カ
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア

ト
ラ
ン
タ
か
ら
、
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

ス
ペ
ル
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
14
名
（
男
子
４
名
・

女
子
10
名
）
が
来
日
し
ま
し
た
。
４
週
間
に
及
ぶ
滞

在
期
間
中
、
城
西
国
際
大
学
に
て
日
本
語
の
勉
強
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
少
林
寺
拳
法
や
剣
道
、
茶
道
、

生
け
花
な
ど
の
様
々
な
日
本
文
化
に
関
わ
る
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ー
や
レ
ク
チ
ャ
ー
に
参
加
し
て
、
日
本
へ

の
理
解
と
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

今
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
週
末
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
実
施
し
ま
し
た
。
教
員
宿
舎
を
使
用
し
て
事

の
見
事
な
筆
遣
い
に
会
場
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

祝
賀
会
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
頃
、
東
西
大
学
校

の
張
聖
萬
理
事
長
よ
り
日
本
語
に
よ
る
祝
辞
を
頂

き
、
学
校
法
人
城
西
大
学
と
各
姉
妹
提
携
校
と
の
今

後
の
発
展
と
さ
ら
な
る
親
交
を
深
め
る
た
め
に
、
重

要
で
充
実
し
た
お
祝
い
の
席
と
な
っ
た
40
周
年
記
念

祝
賀
会
は
、
無
事
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ご
出
席
い
た
だ
い
た
姉
妹
提
携
校
の
代
表
の
方
々

に
は
、こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

前
に
行
わ
れ
た
日
本

の
家
に
お
け
る
マ
ナ

ー
実
践
授
業
で
は
、

慣
れ
な
い
日
本
語
と

日
本
独
特
の
し
き
た

り
に
戸
惑
い
を
感

じ
、
不
安
気
な
様
子

も
見
せ
て
は
い
ま
し

た
が
、
月
曜
日
に
は

満
面
の
笑
み
を
湛
え

て
、
誰
も
が
「
楽
し

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会

２
０
０
５
年
４
月
26
日
（
火
）

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
「
曙
の
間
」米

国
ス
ペ
ル
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
　
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

２
０
０
５
年
５
月
15
日
（
日
）
〜
６
月
11
日
（
土
）

城
西
国
際
大
学
　
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
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日
韓
次
世
代
学
術
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
は
、
人
文
社
会
分

野
に
お
い
て
日
韓
両
国
の
新
た
な
時
代
を
担
う
次
世

代
研
究
者
に
研
究
発
表
と
相
互
交
流
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
両
国
の
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る

研
究
活
動
を
底
上
げ
し
、
更
な
る
活
性
化
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
韓
次
世
代
学
術
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
は
今
回
で
第

２
回
に
な
り
、
２
０
０

５
年
６
月
25
日
、
26
日

の
日
程
で
国
際
学
術
大

会
が
韓
国
・
東
西
大
学

60
名
を
対
象
に
し

た
講
演
「
日
本
の

企
業
者
政
策
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

用
意
し
た
講
演

原
稿
は
読
ま
ず
、

ア
ド
リ
ブ
で
学
生

を
指
名
し
て
質
問

し
て
み
る
と
、
日

本
語
で
明
晰
な
返

事
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。
同
大
の
学

生
の
日
本
語
能
力

は
き
わ
め
て
高
い
事
を
実
感
し
、
驚
き
ま
し
た
。
講

演
終
了
後
、
杜
外
語
学
院
院
長
と
本
学
と
の
教
育
・

学
術
交
流
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

交
換
留
学
を
主
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の
交
換
を
含
む
具
体
的
提
携
案
を

検
討
す
る
旨
確
認
し
ま
し
た
。校

に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
本
学
の

大
学
院
生
６
名
を
含
む

日
韓
両
国
の
大
学
院
生

約
３
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

発
表
形
式
と
し
て

は
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
大
き
く
９
つ
の
分
科
に
分
け

ら
れ
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

ら
れ
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
は
発
表
者
１
名
と
討
論

者
８
名
で
構
成
さ
れ
て
、
３
０
分
間
の
制
限
時
間
の

中
で
発
表
者
の
学
問
的
な
関
心
事
や
研
究
テ
ー
マ
に

か
っ
た
！
」と
日
本
語
で
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
語
能
力
の
上
達

と
、
日
本
の
伝
統
・
文
化
・
知
識
を
深
め
る
こ
と
が

目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
異
国
文
化
に
戸
惑
い
驚

き
な
が
ら
も
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
で
異
文
化
交

流
に
対
す
る
自
信
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

様
々
な
想
い
出
と
貴
重
な
体
験
を
お
土
産
に
、
６

月
11
日
に
帰
国
の
途
に
着
き
ま
し
た
。

６
月
７
〜
10
日
の
４
日
間
、
第
15
回
中
日
ア
カ
シ

ア
懇
談
会
へ
の
出
席
と
大
連
理
工
大
学
と
の
提
携
交

渉
を
目
的
と
し
て
、
本
学
の
村
井
隆
相
談
役
（
大
連

市
名
誉
市
民
）、
城
西
国
際
大
学
の
石
田
益
実
副
学

長
、
城
西
大
学
経
済
学
部
の
新
田
光
重
教
授
が
中
国

大
連
市
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

到
着
直
後
、
大
連
市
の
第
16
回
「
キ
ヤ
ノ
ン
杯
」

日
本
語
弁
論
大
会
を
参
観
し
ま
し
た
。
大
連
市
の
日

本
語
人
口
は
10
万
人
程
度
で
、
市
内
の
17
の
大
学
に

は
全
て
日
本
語
専
攻
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
日
本
語

を
教
え
る
中
学
、
高
校
も
多
い
と
の
事
で
し
た
。
同

大
会
に
は
、
日
本
語
専
攻
の
大
学
生
２
　
２
９
３
名

を
中
心
に
お
よ
そ
３
　
０
０
０
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
お
り
、
大
連
市
で
の
日
本
語
学
習
熱
の
高
さ
に
、

と
て
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

８
日
は
、
中
日
ア
カ
シ
ア
懇
談
会
に
出
席
し
ま
し

た
。
同
懇
談
会
は
１
９
８
９
年
の
天
安
門
事
件
後
、

日
中
関
係
の
早
期
修
復
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
キ
ヤ
ノ
ン
や
東
芝

を
は
じ
め
と
す
る
大
連
市
進
出
日
系
企
業
代
表
と
大

連
市
政
府
と
の
懇
談
会

で
す
。
今
年
度
は
日
本

側
講
演
者
に
加
え
て
、

夏
春
玉
東
北
財
経
大
学

副
校
長
と
新
田
教
授
が

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
側
面

か
ら
大
連
市
に
政
策
提

言
を
行
う
と
い
う
形
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

新
田
教
授
の
講
演
は

「
新
大
連
経
済
圏
の
展

望
」
と
題
し
て
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
地
域
に
お

け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
構
築
の
重
要
性

に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
。夏
徳
仁
大
連
市
市
長
は
、

東
北
財
経
大
学
校
長
（
学
長
）
を
経
て
市
長
に
着
任

し
た
経
済
学
者
で
、
新
田
教
授
の
講
演
内
容
に
強
い

関
心
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
席
の
夏
東
北
財

経
大
学
副
校
長
か
ら
、
同
大
学
と
の
提
携
に
つ
い
て

の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

９
日
は
、
大
連
理
工
大
学
を
訪
問
し
て
、
林
安
西

学
長
と
杜
鳳
剛
外
国
語
学
院
院
長
に
面
会
し
、
大
連

理
工
大
学
の
近
況
や
提
携
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
外
国
語
学
院
日
本
語
学
部
の
学
生
約

中
国
ア
カ
シ
ア
懇
談
会
・
大
連
理
工
大
学
訪
問

２
０
０
５
年
６
月
７
日
（
火
）
〜
６
月
10
日
（
金
）

中
国
・
大
連
市

城
西
国
際
大
学
副
学
長：

石
田
　
益
美

城
西
大
学
経
済
学
部
教
授：

新
田
　
光
重

日
韓
次
世
代
学
術
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ

２
０
０
５
年
６
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）

韓
国
・
釜
山
、
東
西
大
学
校

引
率：

城
西
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
研
究
科
長
・
経
営
学
部
教
授
　
大
島
　
卓

大連市第16回「キヤノン杯」日本語弁論大会

朴東順総長

本学の大学院生

大連理工大学の林学長と村井顧問

,

,
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対
し
て
、
グ
ル
ー
プ

で
討
論
を
行
う
と
い

う
形
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
学
参
加
者

の
う
ち
、
１
名
が
発

表
者
、
３
名
が
討
論

者
、
２
名
は
一
般
参

加
者
と
し
て
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

（
第
１
回
で
は
２
名

が
参
加
し
、
発
表
者

１
名
、
討
論
者
１
名
）

25
日
は
国
際
学
術

大
会
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
26
日
は
調
査
旅

行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
学
術
大
会
で
は
、
発

表
者
と
な
る
学
生
数
を
両
国
で
ほ
ぼ
同
数
に
し
、
言

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
を
防
ぐ
べ

く
、
通
訳
を
万
全
な
体
制
で
整
え
る
な
ど
、
細
や
か

な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
１

泊
２
日
と
い
う
短
い
期
間
で
、
両
国
の
学
生
同
士
の

交
流
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
様
々
な
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
為
、
本
学
の
参
加
者
の
報
告

で
は
、
研
究
分
野
の
知
識
を
深
め
た
だ
け
で
な
く
、

韓
国
の
文
化
に
対
し
て
も
多
く
の
影
響
を
受
け
た
と

い
う
感
想
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

日
韓
次
世
代
学
術
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
は
、
第
１
回
・
第

２
回
と
も
東
西
大
学
校
が
ホ
ス
ト
と
し
て
運
営
と
会

場
提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
第
３
回
は
日
本
で
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
日
韓
の
大
学

院
生
の
交
流
活
動
は
益
々
活
発
に
な
る
事
が
予
想
で

き
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
学
と
し
て
も
よ
り
一

層
両
国
の
研
究
者
が
深
く
関
わ
り
あ
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
く
事
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
学
で
は
、
国
際
交
流
の
機
会
に
大
変
恵
ま
れ
て

お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
キ
ャ
ン

パ
ス
外
に
お
い
て
も
様
々
な
異
文
化
交
流
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
と
し
て
、
韓
国
で
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
５
年
９
月

７
日
か
ら
13
日
ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
、
人
文
学
部

の
学
生
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は

ソ
ウ
ル
市
内
の
高
等

学
校
（
端
草
高
等
学

校
、
真
善
高
等
学
校
、
信
一
高
等
学
校
）
と
ア
ゲ
ハ

日
本
専
門
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
、
日
本
文
化
の
紹

介
及
び
文
化
交
流
と
日
本
語
教
育
実
習
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
４
名
の
学
生
達
が
実
際
に
ど

の
よ
う
な
交
流
を
体
験
し
、
い
か
な
る
成
果
を
得
た

の
か
、
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
で

は
、
主
に
日
本
の

文
化
紹
介
を
通
じ

て
、
韓
国
の
高
校

生
た
ち
と
交
流
を

は
か
り
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
を
紹

介
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
れ
を
再
認
識
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
他
国
を
知
る
前
に
ま
ず
自

国
の
文
化
を
改
め
て
意
識
す
る
事
が
、
国
際
人
の
育

成
に
と
っ
て
は
必
須
条
件
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で

す
。学

生
た
ち
に
は
事
前
講
義
で
、
日
本
の
ど
の
よ
う

な
文
化
を
紹
介
し
た
い
の
か
を
課
題
と
し
て
与
え
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
学
生
た
ち
が
選
ん
だ
紹
介
す
る

日
本
文
化
の
テ
ー
マ
は
「
薙
刀
の
紹
介
」、「
着
物
の

着
付
け
」、「
日
本
の
古
い
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
（
福
笑

い
な
ど
の
伝
承
遊
び
）」
な
ど
で
し
た
。
ま
た
紹
介

を
す
る
時
も
、
簡
単
な
日
本
語
の
み
で
の
説
明
で
は

不
十
分
で
あ
る
事
か
ら
、
大
き
な
模
造
紙
に
描
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
　
in
韓
国

２
０
０
５
年
９
月
７
日
（
水
）
〜
９
月
13
日
（
火
）

韓
国
・
ソ
ウ
ル

引
率：

城
西
国
際
大
学
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
　
助
教
授：

林
　
千
賀

端草高等学校　鄭校長先生と共に

高等学校でなぎなたのデモンストレーション
（コテーッ！ ツキーッ！ スネーッ！などのかけ
声をいっしょに練習）

これから実習がんばりま～す。

東西大学院生との記念撮影



し
な
け
れ
ば
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
最
終
的
に
、
彼
ら
が
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て

く
れ
た
事
が
、大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

学
習
者
の
レ
ベ
ル
に
も
よ
り
ま
す
が
日
本
語
学
習

者
と
話
す
時
、
我
々
が
日
常
会
話
で
使
っ
て
い
る
日

本
語
は
使
う
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
語
学
習
者
が

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
語
彙
や
文
法
を
調
節
し
て

意
思
疎
通
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
フ

ォ
リ
ナ
ー
ト
ー
ク
」
と
称
し
ま
す
が
、
外
国
人
と
の

会
話
に
慣
れ
て
い
な
い
人
は
、
そ
れ
が
う
ま
く
で
き

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
回
参
加
し
た
学

生
た
ち
は
、
７
日
間
の
研
修
を

通
し
て
そ
の
事
に
気
が
つ
き
、

ど
の
ぐ
ら
い
の
語
彙
や
文
法
な

ら
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
と
い

う
基
準
が
理
解
で
き
た
事
は
、

彼
ら
に
と
っ
て
も
大
き
な
成
果

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

様
々
な
文
化
交
流
を
通
じ
て
、

日
本
語
を
学
ぶ
人
た
ち
を
今
ま

で
以
上
に
深
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で

も
、
非
常
に
実
り
の
あ
る
研
修

で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く
し
た

り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
た
り
す
る
事

で
、
見
た
目
に
も
わ

か
り
や
す
い
「
体
験

参
加
型
」
の
文
化
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。

韓
国
の
高
校
生
た

ち
に
は
大
変
好
評

で
、
積
極
的
に
本
学

の
学
生
が
用
意
し
た
テ
ー
マ
に
参
加
し
て
、
多
く
の

質
問
も
挙
が
り
ま
し
た
。
３
つ
の
高
等
学
校
を
ま
わ

り
、全
体
で
６
コ
マ
程
度
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
が
、

研
修
の
後
半
に
は
、
本
学
の
学
生
た
ち
は
「
わ
か
り

や
す
い
日
本
語
」
で
上
手
に
説
明
す
る
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
本
学
主
催
に
よ
る
「
日
本
語
ス
ピ

ー
チ
大
会
」
で
の
交
流
会
や
、
ア
ゲ
ハ
日
本
専
門
ア

カ
デ
ミ
ー
で
の
日
本
語
学
習
者
た
ち
と
の
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
文
化
交
流
を
体

験
し
た
こ
と
で
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学

生
た
ち
は
、「
初
級
日
本
語
学
習
者
と
日
本
語
で
話

す
時
に
は
、
語
彙
や
文
法
項
目
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

「
一
度
は
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し

て
み
た
い
」、「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
授
業
は
ど
の
よ

う
な
モ
ノ
か
体
験
し
て
み
た
い
」、「
将
来
の
た
め
に

ア
メ
リ
カ
の
企
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
て
お
き
た
い
」、

「
つ
い
で
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
シ

ア
ト
ル
観
光
も
し
な
く
て
は
」
と
い
っ
た
個
人
で
は

到
底
実
現
で
き
な
い
よ
う
な
欲
張
っ
た
希
望
を
一
度

に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
城
西
大
学
・
城

西
国
際
大
学
で
実
施
し
て
い
る
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
。

17
日
間
の
日
程

の
中
に
は
、
ア
メ

リ
カ
人
の
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を

し
な
が
ら
、
午
前

中
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
リ
バ
ー

サ
イ
ド
校
（
Ｕ
Ｃ

Ｒ
）
で
の
講
義
、

午
後
は
企
業
訪

問
、
土
日
に
は
バ

ス
ツ
ア
ー
と
自
由

行
動
、
最
後
は
ネ

バ
ダ
大
学
や
ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
シ
ア
ト
ル
で
の
研
修
と

い
っ
た
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

大
手
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
ラ
ル
フ
ス

（R
alp
h
s

）
の
物
流
セ
ン
タ
ー
と
実
際
の
店
舗
、
衛

生
・
清
掃
用
品
の
会
社
ワ
キ
シ
ー
（W

ax
ie

）、
エ

レ
キ
・
ギ
タ
ー
の
名
門
フ

ェ
ン
ダ
ー
（F

e
n
d
e
r

）

な
ど
の
企
業
を
訪
問
し

て
、
幹
部
経
営
者
に
よ
る

講
義
と
活
発
な
質
疑
応

答
、
そ
の
後
の
各
企
業
内

や
工
場
の
見
学
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
普
段
で
は

絶
対
に
見
た
り
、
聞
い
た

り
で
き
な
い
ア
メ
リ
カ
企

業
の
生
の
姿
は
、
参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
す
ご
く

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
経
験
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
商
工
会
議
所
で
は
、
女
性
理
事
長
に

ラ
ス
ベ
ガ
ス
市
発
展
の
特
殊
性
と
リ
ス
ク
管
理
な
ど

に
つ
い
て
興
味
深
い
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
の
再
生
や
開
発
に
も
触
れ
て
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
名
物
と
も
言
え
る
ビ
ル
の
合
間
を
縫
う
よ
う

な
絶
叫
マ
シ
ン
も
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

シ
ア
ト
ル
で
は
、
日
本
で
も
有
名
な
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
の
１
号
店
や
、
世
界
一
有
名
な
魚
屋
に
な
ろ
う

と
従
業
員
が
一
致
団
結
し
て
夢
を
実
現
さ
せ
た
パ
イ

ク
プ
レ
イ
ス
・
フ
ィ
シ
ュ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
、

活
気
あ
る
現
場
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
ホ
テ
ル
研
修
と
し
て
ホ
リ
デ
イ
・

イ
ン
と
ホ
リ
デ
イ
・
イ
ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
を
見
学

し
、
本
場
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
モ
ー
ル
を
体
験
し
、
買
い
物
も
し
ま
し
た
。

訪
問
先
は
企
業
だ
け
で
な
く
司
法
と
行
政
の
現
場

に
も
及
び
ま
し
た
。
伝
統
と
荘
厳
さ
が
威
厳
を
醸
し

米
国
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

２
０
０
５
年
９
月
８
日
（
木
）
〜
９
月
24
日
（
土
）

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ネ
バ
ダ
州
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス

ワ
シ
ン
ト
ン
州
・
シ
ア
ト
ル

引
率：

城
西
大
学
経
営
学
部
副
学
部
長
　
教
授
　
龍
　
慶
昭

茶道教室で全員がチマチョゴリを着て茶道とその作
法を学びました。

高校生にJIUキャンパスライフを紹介しました。

時間についてのコミュニケーションゲームを行いました。

高校生に浴衣の着付を教えました。
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出
す
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の

州
高
等
裁
判
所
で
は
、

実
際
の
法
廷
を
見
学
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
黒
衣
を
ま

と
っ
た
裁
判
官
自
ら
が

米
国
の
司
法
制
度
に
つ

い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。場

所
を
リ
バ
ー
サ
イ
ド
市
庁
の
議
事
堂
に
移
し
、

そ
こ
で
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
の
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｒ

の
政
治
学
の
教
授
で
も
あ
っ
た
ラ
ブ
レ
ッ
ジ
市
長
で

し
た
。
市
長
は
私
た
ち
に
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
ご
教
授
し
て
く
だ
さ
り
、
市
長
に
直
接
ご
教
示

い
た
だ
く
と
い
う
通
常
で
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
経

験
を
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
つ
い
て

学
ぶ
事
も
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス

の
リ
ト
ル
・
ト
ー
キ
ョ
ー
に
あ
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人

博
物
館
で
は
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
ア
メ
リ
カ
で
生

き
抜
い
て
き
た
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
物
語
を
聞
く
事

が
で
き
ま
し
た
。

彼
ら
日
系
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
、
日
本
も
ア
メ

リ
カ
も
祖
国
で
す
。
そ
の
祖
国
が
戦
争
を
始
め
て
し

ま
っ
た
時
の
苦
し
み
と
悲
し
み
、
そ
し
て
戦
後
、
両

国
の
架
け
橋
に
な
ろ
う
と
し
た
人
々
の
思
い
に
つ
い

て
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
際
化
が
叫
ば
れ
る

今
、
日
本
人
と
し
て
の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も

の
で
し
た
。

モ
ロ
ン
ゴ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
保
留
地
）
に
も
赴
き
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
文
化
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

ま
し
た
。「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
自
分
よ
り
先
に
存
在

す
る
全
て
に
敬
意
を
表
し
て
大
切
に
し
ま
す
。
親
や

自
然
に
感
謝
し
恵
み
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
ま

す
。」、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
支
配
す
る
事
は
で
き
な

い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
支
配
者
の
ノ
ド
を
食
い
ち
ぎ

る
か
ら
で
す
。つ
ま
り
オ
オ
カ
ミ
と
一
緒
な
の
で
す
。

オ
オ
カ
ミ
は
人
間
の
家
畜
に
は
絶
対
に
な
り
ま
せ

ん
。」
と
誇
ら
し
げ
に
語
る
彼
ら
に
、
民
族
文
化
の

誇
り
を
垣
間
見
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
サ
ン
・
フ
ア
ン
・
カ
ピ
ス
ト
ラ
ー

ノ
伝
道
所
を
訪
れ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
知
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

Ｕ
Ｃ
Ｒ
で
の
講
義
も
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
異
文
化
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、
顧
客
満
足
を
獲
得
す
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
な
ど
、
日
本
で
は
な
か
な

か
聞
く
事
が
で
き
な
い
素
晴
ら
し
い
講
義
で
し
た
。

多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル

ズ
や
ロ
デ
オ
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、
高
級
品
店
が
立
ち
並

ぶ
中
を
散
策
し
た
り
、
ビ
ー
チ
で
は
海
で
遊
ぶ
だ
け

で
な
く
、
現
地
の
人
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
で
交

流
し
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は
、
食
べ
き
れ
そ

う
も
な
い
量
の
メ
ニ
ュ
ー
に
驚
い
た
り
と
、
充
実
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
に
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
と
な
っ
た
は
ず
で
す
。
短
い
間
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
見
送
り
の
時
に
は
涙
す
る
学
生
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
を
飾
り
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
ホ

テ
ル
に
て
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
修
了
証
が
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
よ
り
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
学
生

は
非
常
に
感
激
し
て
い

ま
し
た
。

米
国
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
今

年
で
３
回
目
を
迎
え
て
、
社
会
人
大
学
院
生
も
参
加

す
る
な
ど
、
質
、
内
容
と
も
に
魅
力
的
で
素
晴
ら
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
将
来
、
ア

メ
リ
カ
へ
の
留
学
を
考
え
て
い
る
学
生
、
就
職
を
前

に
世
界
の
企
業
を
見
て
お
こ
う
と
い
う
学
生
、
あ
る

い
は
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
想
し
て
い
る
学
生
に

は
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。



す
。
」
と
い
う
歓
迎

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。そ

れ
を
う
け
、
ロ

シ
ア
教
育
代
表
団
の

団
長
を
務
め
て
お
ら

れ
ま
すM
o
d
e
r
n

A
cadem

y
for
the

H
u
m
a
n
itie
s

学
長

の
ミ
ハ
エ
ル
・
カ
ル

ペ
ン
コ
先
生
よ
り
、

「
本
日
は
、
快
く
お

招
き
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ロ
シ
ア

は
広
大
な
国
な
の
で
、
遠
隔
授
業
そ
し
て
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
に
興
味
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
は
そ
の
先
端

の
技
術
を
お
持
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
楽
し
み

に
ま
い
り
ま
し
た
。是
非
、勉
強
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
前
ロ
シ
ア
大
使
の
都
甲
岳
洋
氏
が
、
日

露
交
流
の
歴
史
を
ひ

も
と
き
な
が
ら
、
大

き
な
視
点
で
の
交
流

の
意
義
に
つ
い
て
お

話
く
だ
さ
い
ま
し

た
。お

互
い
の
紹
介
の

の
ち
、
早
速
教
育
交

流
会
と
な
り
、
城
西

大
学
・
城
西
国
際
大

学
と
の
交
流
や
提
携

２
０
０
５
年
９
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
ロ
シ
ア
の
大
学
学
長
総
勢
26
名
が
学

校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

問
さ
れ
、
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
教
員
と
の
教

育
交
流
会
を
も
ち
ま
し
た
。

最
初
に
本
法
人
理
事
長
水
田
宗
子
よ
り
、「
こ
の

よ
う
に
多
く
の
ロ
シ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の
学
長

を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
日
は
、
率
直
な
意
見
交
換
の
場

と
し
て
今
後
の
両
国
な
ら
び
に
私
ど
も
の
大
学
と
の

交
流
の
か
た
ち
を
語
り
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

の
可
能
性
、
そ
し
て
い

ま
世
界
的
に
広
が
っ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
の
学
位
取
得

で
あ
る
と
か
、
遠
隔
授

業
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
の
率
直
な
意
見
交
換

が
続
き
ま
し
た
。

特
に
ロ
シ
ア
側
の
興

味
が
高
か
っ
た
遠
隔
授

業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
会
に
お
い
て
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
と
城
西

国
際
大
学
を
結
ん
だ
授
業
の
様
子
を
実
体
験
し
て
い

た
だ
き
、
ロ
シ
ア
の
方
々
か
ら
は
、
口
々
に
そ
の
便

利
さ
や
画
像
の
美
し
さ
、
音
声
の
ク
リ
ア
な
と
こ
ろ

に
感
激
し
、
是
非
ロ
シ
ア
で
も
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

お
お
ら
か
で
明
る
い
お
国
柄
の
ロ
シ
ア
の
方
た
ち
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10
月
１
日
（
土
）、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
中
国
大
連
市
に
所
在
す
る
大
連
理
工
大
学
総
長
が

来
学
さ
れ
ま
し
た
。

来
学
さ
れ
た
の
は
、
大
連
理
工
大
学
公
務
委
員
会

主
任
・
同
大
総
長
の

林
安
西
先
生
と
、
外

国
語
学
院
院
長
・
外

国
語
学
部
長
の
杜
鳳

剛
先
生
の
お
二
方
で

し
た
。

同
大
は
中
国
屈
指

の
理
工
系
総
合
大
学

で
、
大
連
名
誉
市
民

で
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

村
井
隆
先
生
（
日
中

協
会
顧
問
及
び
本
学

顧
問
）
の
ご
仲
介
を
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
の
訪
問

が
実
現
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
で
は
、
同
大
と
本
学
が
交
換
留
学
、

編
入
学
、
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
研
究
者
交
流
等
を

柱
と
し
た
正
式
な
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
事
を

目
標
と
し
て
、
協
議
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
を
確
認
し

あ
う
「
意
向
書
」
の
取
り
交
わ
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
両
大
学
に
お
け
る
学
術
協
定
締
結
に
向
け

た
活
発
な
調
整
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

日
露
教
育
交
流
会
開
催

〜
ロ
シ
ア
の
大
学
学
長
と
の
教
育
交
流
〜

２
０
０
５
年
９
月
21
日
（
水
）

学
校
法
人
城
西
大
学
　
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

遠隔授業のデモンストレーション

懇親会会場

大
連
理
工
大
学
よ
り
総
長
来
学

２
０
０
５
年
10
月
１
日
（
土
）

学
校
法
人
城
西
大
学
　
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

ロシア教育代表団
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本
学
姉
妹
校
で
あ

る
台
湾
の
真
理
大
学

は
、
今
年
で
創
立
40

周
年
を
迎
え
、
そ
の

記
念
式
典
が
11
月
５

日
に
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

本
学
か
ら
は
学
校
法
人
城
西
大
学
常
務
理
事
で
城

西
国
際
大
学
副
学
長
の
宇
野
政
雄
副
学
長
が
出
席
し

て
、
水
田
宗
子
理
事
長
の
祝
辞
を
葉
能
哲
真
理
大
学

学
長
に
お
渡
し
す
る
と
と
も
に
、
他
の
同
大
姉
妹
校

の
来
賓
と
と
も
に
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

式
典
は
真
理
大
学
の
麻
豆
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
大
学
ら
し
く
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る
礼
拝
堂
に
お
い
て
、
厳
か

な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
０
０
名
以
上
の
学
生
が
演
奏
す
る
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
学
生
の
父
母
や
近
隣
の

市
民
も
参
加
し
て
の
楽
し
い
一
時
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
後
に
開
か
れ
た
夕
食
会
は
、
１
　
０
０

０
名
ほ
ど
の
来
賓
が
集
っ
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

今
回
の
訪
問
期
間

中
、
真
理
大
学
か
ら

本
学
に
交
換
留
学
生

と
し
て
在
学
し
て
い

た
学
生
た
ち
と
も
会

う
こ
と
が
で
き
、
本

学
で
の
楽
し
い
留
学

生
活
の
思
い
出
話
が

尽
き
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
０
５
年
11
月
７
、
８
日
、
台
湾
台
北
市
に
お

き
ま
し
て
淡
江
大
学
創
立
55
周
年
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
、
学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子
理
事
長
の
名

代
と
し
て
城
西
大
学
の
森
本
雍
憲
副
学
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

一
連
の
記
念
式
典
に
続
い
て
、
11
月
７
日
夕
刻
よ

り
台
湾
の
杜
正
勝
教
育
部
長
主
催
の
晩
餐
会
が
淡
江

大
学
創
立
者
張
建
邦
博
士
、
張
家
宜
学
長
を
始
め
と

し
て
海
外
か
ら
の
招
待
者
約
50
名
の
出
席
の
も
と
で

催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
の
中
に
は
、
日
本
か
ら
津

田
塾
大
学
長
夫

妻
、
京
都
橘
大
学

長
、
駒
沢
大
学
学

長
夫
妻
、
長
崎
外

国
語
大
学
理
事

長
、
電
気
通
信
大

学
教
授
の
姿
も
あ

り
、
林
文
通
教
育

部
国
際
文
教
処
処

長
と
陳
山
龍
淡
江

大
学
応
用
日
本
語

系
副
教
授
が
、
日

本
側
の
エ
ス
コ
ー

ト
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

こ
の
晩
餐
会
に

お
い
て
、
馬
朝
剛

淡
江
大
学
学
術
担

当
副
学
長
、
陳
恵

美
淡
江
大
学
英
文

系
副
教
授
、
彭
春

陽
淡
江
大
学
日
本

語
文
学
系
副
教
授
と
も
お
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

晩
餐
会
終
了
後
、
張
建
邦
博
士
と
張
家
宜
学
長
に

お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
水
田
理
事
長
の
親

書
と
お
祝
い
の
品
物
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
大
変
に

感
激
し
た
様
子
で
あ
り
、
水
田
理
事
長
へ
の
お
礼
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８
日
午
前
10
時
よ
り
、
記
念
式
典
に
出
席
し
た
海

真
理
大
学
創
立
40
周
年
記
念
式
典
出
席

２
０
０
５
年
11
月
５
日
（
土
）

台
湾
・
淡
水
／
麻
豆
　
真
理
大
学

城
西
国
際
大
学
副
学
長：

宇
野
　
政
雄

淡
江
大
学
創
立
55
周
年
記
念
式
典
出
席

２
０
０
５
年
11
月
７
日
（
月
）、
８
日
（
火
）

台
湾
・
台
北
　
淡
江
大
学

城
西
大
学
副
学
長：

森
本
　
雍
憲

森本副学長と淡江大学留学生

張家宣学長と森本副学長

葉能哲　真理大学学長

葉能哲学長（左から2番目）と宇野副学長（左端）

記念コンサートの様子

,



外
か
ら
の
来
賓
に

よ
る
陳
水
扁
総
統

へ
の
表
敬
訪
問
を

お
こ
な
い
、
歓
迎

の
挨
拶
と
陳
総
統

を
囲
む
記
念
写
真

の
撮
影
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
式
典
参
加

者
と
の
昼
食
会
が
も
た
れ
て
、
昼
食
会
後
に
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

同
日
午
後
、
淡
江
大
学
の
林
雲
山
前
学
長
を
訪
問

し
ま
し
た
。
林
前
学
長
は
、
本
学
と
の
交
流
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
本
学
よ

り
の
訪
問
を
受
け
た
こ
と
で
入
魂
の
間
柄
に
あ
り
ま

す
水
田
宗
子
理
事
長
、
水
田
清
子
名
誉
理
事
長
を
始

め
と
し
て
城
西
大
学
の
昔
日
の
思
い
出
を
懐
か
し
く

話
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
構
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
時
に
、
林
前

学
長
か
ら
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
城
西
大
学
を
訪
問
し

た
い
と
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
是
非
お
出
で
く

だ
さ
い
と
お
誘
い
し
て
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
が
、
バ

ス
ス
ト
ッ
プ
ま
で
私
共
を
案
内
し
、
発
車
す
る
ま
で

見
送
っ
て
い
た
だ
き
、
名
残
惜
し
い
よ
う
な
風
情
で

あ
っ
た
の
が
印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。

夜
、
台
北
市
内
で
城
西
国
際
大
学
、
城
西
大
学
へ

留
学
し
て
い
た
同
窓
生
８
名
と
懇
談
す
る
機
会
を
持

ち
ま
し
た
。
現
役
の
学
生
が
２
名
お
り
ま
し
た
が
、

６
名
は
日
本
語
を
生
か
し
て
立
派
な
社
会
人
と
し
て

活
躍
し
て
お
り
、
本
学
が
果
た
し
て
い
る
役
割
の
大

き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
台
湾
城
西
交
流
会
の
よ
う

な
卒
業
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
話
に
な
り
、
彼
ら

も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
本
学
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

＊
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
は
、
１
９
９
４
年
に
淡
江
大
学
と
の

間
で
日
文
系
学
生
の
留
学
派
遣
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

学
生
の
相
互
派
遣
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

城
西
大
学
創
立
40
周
年
、
城
西
ベ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

発
足
、
お
よ
び
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
を

記
念
し
て
、
２
０
０
５
年
２
月
14
日
（
月
）
東
京
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｂ
１
Ｆ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
関

係
各
位
の
絶
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
標
記
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
問
題
意
識
と
テ
ー
マ
の
意
味

大
学
間
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
と
旧
態
依
然
と

し
た
大
学
淘
汰
の
大
混
乱
期
に
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国

の
大
学
事
情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

産
業
構
造
や
人
口
構
成
の
変
容
、
国
際
情
勢
や
地
球

環
境
の
変
動
に
対
処
す
る
た
め
に
、
21
世
紀
ア
ジ
ア

に
お
け
る
日
本
の
高
等
教
育
機
関
は
ど
の
よ
う
に
あ

る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
が
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
根
底
に
流
れ
る
問
題
意
識
で
あ
り
、

テ
ー
マ
の
意
味
で
す
。

（
２
）
パ
ネ
リ
ス
ト

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
東
西
大
学
・
国
際
関
係
大
学

院
教
授
・
国
際
協
力
委
員
長
の
張
済
国
氏
、
静
岡
産

業
大
学
学
長
の
大
坪
檀
氏
、
元
台
湾
国
立
空
中
大
学

学
長
の
黄
深
勲
氏
、
城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
の
張

紀
潯
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

（
３
）
各
国
大
学
事
情
の
現
状
と
問
題
点
（
前
半
）

各
国
に
共
通
し
て
い
る
問
題
点
は
、
大
学
間
過
当

競
争
に
よ
る
合
併
や
淘
汰
、
量
的
拡
大
に
よ
る
質
的

低
下
、
卒
後
の
就
職
難
と
不
安
定
性
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
根
本
的
原
因
は
大
学
を
卒
業
し
て
も
、
先

行
投
資
に
見
合
う
、
相
応
の
就
職
先
が
保
証
さ
れ
な

い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

（
４
）
21
世
紀
大
学
間
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
、
人
材
開

発
な
ど
（
後
半
）

21
世
紀
の
大
学
事
情
の
潮
流
分
析
と
現
実
的
対
応

策
に
つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
10
項
目

前
後
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
が
国
の
大
学
の
将

来
に
つ
い
て
総
括
す
る
と
、
次
の
箇
条
書
き
に
要
約

で
き
ま
す
。

１.

入
口
対
策
（
入
学
試
験
）
よ
り
、
出
口
対
策

（
就
職
斡
旋
）
に
大
学
の
課
題
は
移
行
す
る
。

「
売
り
手
市
場
」
か
ら
「
買
い
手
市
場
」
へ
需
給
関

係
が
逆
転
し
た
た
め
で
す
。
特
に
韓
・
日
・
台
で
顕

著
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
学
生
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
「
良
い
企
業
へ
の
就
職
」
を
意
図
し
た
、
標

的
市
場
の
細
分
化
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
差
別
化
は
必

然
と
な
り
ま
す
。
就
職
に
有
利
と
な
れ
ば
、
海
外
留

学
が
大
量
に
発
生
す
る
で
し
ょ
う
。

２.

教
育
機
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
、
文
部
科
学
省

の
教
育
制
度
規
制
は
維
持
で
き
な
い
。

文
科
省
の
国
立
大
学
偏
重
「
護
送
船
団
方
式
」
は

通
用
し
な
く
な
り
ま
す
。
中
央
教
育
審
議
会
は
『
わ

が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
』（
２
０
０
５
年
１
月
28

日
）に
お
い
て
、
文
科
省
の
役
割
は
「
高
等
教
育
計
画

と
各
種
規
制
」の
時
代
か
ら
、「
将
来
像
の
提
示
と
政

策
誘
導
」の
時
代
に
移
行
す
る
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

３.

そ
の
結
果
、
大
学
経
営
体
制
が
革
新
さ
れ
る
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
21
世
紀
ア
ジ
ア
と
日
本
の
大
学
と
人
材
開
発
」

２
０
０
５
年
２
月
14
日
（
月
）

学
校
法
人
城
西
大
学
　
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｂ
１
Ｆ
ホ
ー
ル

パ
ネ
リ
ス
ト：

張
　
済
国
（
東
西
大
学
、
国
際
関
係
大
学
院
教
授
）

黄
　
深
勲
（
龍
華
科
技
大
学
管
理
学
部
教
授
、中
華
中
小
企
業
研
究
発
展
学
会
理
事
長
）

大
坪
　
檀
（
静
岡
産
業
大
学
学
長
）

張
　
紀
潯
（
城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
、
中
国
世
界
経
済
学
会
理
事
、
江
蘇
省
海
外
交
流
協
会
理
事
）

司
会：

渡
辺
好
章
（
城
西
大
学
副
学
長
）

主
催：

城
西
短
期
大
学

渡辺 好章副学長

張 済国氏

林雲山元学長と森本副学長

黄 深勲氏

張 紀潯氏
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国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
が
そ
の
証
拠
で

す
。
私
立
大
学
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
自
己
責
任
と

教
育
効
果
の
評
価
で
す
。私
立
大
学
が
旧
弊
を
捨
て
、

近
代
的
な
意
思
決
定
の
で
き
る
組
織
に
脱
皮
す
る
こ

と
で
す
。
理
事
会
が
大
学
経
営
に
責
任
を
持
ち
、
機

動
的
意
思
決
定
の
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
、
個
性
を

持
っ
て
、
自
ら
の
知
恵
で
生
き
残
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
近
い
将
来
、
プ
ロ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ

る
大
学
経
営
が
主
流
に
な
る
で
し
ょ
う
。

４.

そ
の
結
果
、
学
年
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
制
度
が
革

新
さ
れ
る
。

海
外
姉
妹
校
と
の
交
換
留
学
や
単
位
互
換
、
学
位

認
定
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
単
位
の
「
デ
ポ

ジ
ッ
ト
制
」
も
徐
々
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
が
質
量
と
も
に
充
実
し
、
生
涯
教
育
が
重
視

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
特
に
、
社
会
人
の
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
と
な
る
専
門
職
の
資
格
取
得
講
座
に
人
気
が
集

ま
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
現
在
の
４

年
生
大
学
は
空
虚
で
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。
優
秀

な
学
生
を
短
期
集
中
的
に
学
習
さ
せ
、
早
く
社
会
で

活
躍
し
て
も
ら
っ
た
方
が
国
益
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
大
学
は
根
底
か
ら
崩
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

「
日
本
は
い
ま
不
況
期
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
転
換

期
に
あ
る
の
だ
。
明
治
維
新
と
戦
後
の
社
会
革
新
を

上
手
に
乗
り
切
っ
た
よ
う
に
、
日
本
は
必
ず
第
３
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
る
だ

ろ
う
」
と
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
予
言
し
て
い

ま
す
。日
本
の
正
念
場
は
あ
と
５
年
続
く
で
し
ょ
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
テ
ネ
オ
・
デ
・
マ
ニ
ラ
大
学
か

ら
３
人
の
女
子
学
生
が
到
着
し
た
の
は
、
９
月
末
で

し
た
。
ア
テ
ネ
オ
・
デ
・
マ
ニ
ラ
大
学
は
国
際
交
流

学
科
長
ア
マ
デ
オ
・
ア
ル
ボ
レ
ー
ダ
先
生
の
出
身
校

で
、
交
換
留
学
生
は
み
な
、
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
の
３
年

生
で
す
。

到
着
し
た
翌
日
に
、
さ
っ
そ
く
日
本
人
学
生
（
国

際
交
流
学
科
１
年
生
）
が
歓
迎
会
を
開
い
て
く
れ
ま

し
た
。
小
向
先
生
が
担
当
す
る
「
英
語
集
中
特
訓
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
ク
ラ
ス
の
学
生
28
人
が
、
折
り
紙
を

い
っ
し
ょ
に
折
っ
た
の
で
す
。
３
人
の
感
想
は
、

「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
を
ス
タ
ー
ト
す

る
の
に
役
立
つ
経
験
で
し
た
。
勉
強
に
な
る
だ
け
で

な
く
、so

m
uch
fun!

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
！
」

３
人
の
留
学
目
的
は
、
日
本
語
習
得
が
第
１
で
、

第
２
が
日
本
文
化
を
知
る
こ
と
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｕ
へ
の

交
換
留
学
生
は
、
ほ
と
ん
ど
が
中
国
や
台
湾
、
韓
国

な
ど
の
漢
字
圏
か
ら
来
て
い
て
、
主
に
別
科
で
日
本

語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
の
３
人
と
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
か
ら

の
１
人
は
非
漢
字
圏
出
身
者
な
の
で
、
10
コ
マ
の
日

本
語
特
別
ク
ラ
ス
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
語
学
教
育

セ
ン
タ
ー
の
林
千
賀
先
生
、
原
や
す
江
先
生
が
中
心

に
な
っ
て
、
日
本
語
を
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
教
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
綾
部
先

生
）・
国
際
関
係
論
（
サ
マ
タ
ー
先
生
）・
出
版
文
化

論
（
学
科
長
）
な
ど
の
、
英
語
に
よ
る
授
業
も
履
修

し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
は
、
す
べ
て
英

語
で
授
業
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
３
人
の
英
語
運
用

力
は
き
わ
め
て
高
く
、「
日
本
文
化
体
験

プ
ロ
グ
ラ

ム
」
担
当
の
那
須
先
生
は
毎
回
提
出
さ
れ
る
レ
ポ
ー

ト
の
優
れ
た
英
語
の
文
章
に
感
嘆
し
て
い
ま
す
。

マ
ニ
ラ
か
ら
の
交
換
留
学
生
が
参
加
し
て
い
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
「
交
換
留
学
生
の
た
め
の
日
本
文
化
体

験
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
育
の
１
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
述
し

た
「
英
語
集
中
特
訓
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
の
共
催
３
回

も
含
め
て
、
全
部
で
10
回
の
授
業
が
あ
り
、
そ
の
内

容
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第8回プログラム比・西・中・台・韓・日　対抗かくし芸大会

第6回プログラム茶席体験

大坪 檀氏

ア
テ
ネ
オ
・
デ
・
マ
ニ
ラ
大
学
か
ら
の
交
換
留
学
生

第
１
回：

「
折
り
紙
交
流
会
」（
英
語
集
中
特
訓
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
の
合
同
）

第
２
回：

唐
津
焼
展
示
会
見
学
・
茶
席
・
日
本
料
理

（
観
月
の
点
心
）

第
３
回：

「
和
の
響
き
」
竹
細
工
・
袋
物
な
ど
の
展

示
会
・
日
本
刺
繍
工
房
見
学
・
体
験
講
座

「
と
ん
ぼ
球
」

第
４
回：

日
本
民
謡
・
民
舞
全
国
大
会
（
日
本
武
道

館
）・
東
京
見
物

第
５
回：

ど
ら
＆
み
た
ら
し
パ
ー
テ
ィ
ー
（
英
語
集

中
特
訓
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
合
同
）

第
６
回：

茶
室
建
築
･
庭
園
・
旧
家
見
学
、
茶
席
体

験

第
７
回：

生
け
花
教
室
（
経
営
情
報
学
部
の
島
崎
先

生
と
）

第
８
回：

比
・
西
・
中
・
台
・
韓
・
日
・
対
抗
か
く

し
芸
大
会（
英
語
集
中
特
訓
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

Ｌ
Ｌ
基
礎
英
語
と
の
合
同
）

第
９
回：

文
楽
鑑
賞
教
室
（
国
立
小
劇
場
）

第
10
回：

大
相
撲
初
場
所



　　　　　　　　　国際学術文化振興センター 

〒102-0094  東京都千代田区紀尾井町3-26 

TEL 03（6238）1300　FAX 03（6238）1299

〒102-0094  東京都千代田区紀尾井町3-26　TEL.03（6238）1300 

学校法人 城西大学 http://www.josai.jp/ 
城西大学 http://www.josai.ac.jp/　城西国際大学 http://www.jiu.ac.jp/

JOSA I  UN I VERS I TY

／ 

アクセス インフォメーション 
●地下鉄有楽町線　麹町駅 1番出口より徒歩3分 
●地下鉄南北線　永田町駅 9番出口より徒歩5分 
●地下鉄丸の内線・銀座線　赤坂見附駅 弁慶口より徒歩8分 
●JR中央線・総武線　四谷駅より徒歩10分 
 

JR中央線・ 
総武線 

迎賓館 

新宿通り 

外
堀
通
り 

内
堀
通
り 

文藝春秋社 

青
山
通
り
 

ルポール麹町ルポール麹町  
（麹町会館）（麹町会館）  

都道府県
会館

都道府県
会館  

赤坂赤坂ププリリンンスス  
ホホテテルル  
  

ルポール麹町 
（麹町会館） 

国立国会図書館 
都道府県

会館 

国会議事堂 

国立劇場 

最高裁判所 

皇　居 

ホテル 
ニューオータニ 

赤坂プリンス 
ホテル 
 

四
谷
駅 

永田町駅
 

四
谷
駅 

麹
町
駅 

赤
坂
見
附
駅 

半
蔵
門
駅 

東京紀尾井町キャンパス 

地下鉄有楽町線 
地下鉄半蔵門線 

地下鉄銀座線 
地下鉄丸ノ内線 

地下鉄南北線 
JR線 

●周辺図 Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
学
生
に
よ
る
課
外
活
動
に
も
関
心
が
あ

り
、
茶
道
・
剣
道
・
映
画
部
な
ど
に
体
験
入
部
も
し

ま
し
た
（
こ
の
と
き
は
、
綾
部
ゼ
ミ
・
那
須
ゼ
ミ
の

学
生
た
ち
が
通
訳
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
）。

学
園
祭
に
は
、
異
文
化
交
流
研
究
会
の
民
族
衣
装
シ

ョ
ー
に
出
演
し
た
り
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
展
」
を
出
展

し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
週
末
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
」
に
参
加
し
、
ア
パ
ー
ト
で
は
味
わ
え
な

い
素
晴
ら
し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
愛
用

し
て
い
た
自
転
車
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
お
世
話
に

な
っ
た
東
金
市
民
の
お
宅
で
、
手
づ
く
り
の
ソ
バ
を

ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
、
東
金
市
産
業
展
に
連
れ
て

行
っ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
幸
運
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。最

後
に
交
換
留
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

"W
e
w
ould

like
to
thank

the
JIU
com
m
unity

for
giving

us
a
w
arm

w
elcom

e
and

allow
ing

u
s
to
ex
p
erien

ce
Jap
an
ese

cu
ltu
re
at
its

best."

（「JIU

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
皆
様
に
、
あ
た
た
か
く

歓
迎
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
文
化
を
最
高
の
形
で
体

験
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。」）

バルセロナ自治大学からの交換留学生
今年も本学姉妹校であるスペインバルセロナ自治大学よ

り、交換留学生１名が城西国際大学に来学しました。
彼女の名前は、ジョルジーナ・ペレズ・ブラ

ボ（GEOEGINA PEREZ BRAVO）さん。バル
セロナ自治大学でジャーナリズムを学ぶ４年生
です。
以前より日本のアニメや音楽に興味を持っ

ていた彼女も、初めて体験する日本での生活
には何かと不安もあったことでしょうが、す
でに日本の友人も何人か出来はじめて、順調

な留学生活を過ごしているようです。
今後、日本語を中心とした勉強を続けながら、2006年７月

末まで城西国際大学に在学する予定となっています。

ジョルジーナ・
ペレス・ブラボさん

ヴィヴィアン・
ヴェントラさん

カミール・アバポさん

ロレイン・ゴンザレスさん


